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（開示事項の経過） 

当社子会社による京都大学 iPS 細胞研究財団®（iPS財団）との 

センダイiPSの使用条件に関する覚書締結のお知らせ 
 

 

当社の 100％子会社である株式会社 IDファーマ（以下、「IDファーマ」という）は、同社の基盤

技術であるセンダイウイルスベクターを用いたヒト iPS 細胞を作製する技術（以下、「本技術」と

いう）を所有しており、公益財団法人京都大学 iPS 細胞研究財団®（以下、「iPS 財団」という）の

iPS細胞ストックプロジェクトにて、本技術を用いて作製された臨床用センダイウイルス iPS細胞ス

トック（以下、「センダイ iPS」（※１）という）の提供が開始となっております。 

この度、iPS財団が提供するセンダイ iPSの第三者の使用条件をより明確にすることについて合意

し、覚書を締結することを決定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．センダイ iPSの使用条件に関する合意について 

2023年４月６日付「京都大学 iPS 細胞研究財団®（iPS財団）が提供する新たな臨床用 iPS細胞ス

トックに当社子会社の技術が採用されたことのお知らせ」の通り、iPS財団の iPS細胞ストックプロ

ジェクトにて、本技術を用いて作製されたセンダイ iPSの提供が開始されております。 

この度、iPS財団の iPS細胞ストックプロジェクトを通じてセンダイ iPSを取得する第三者の使用

条件について ID ファーマと iPS 財団で合意し、覚書を締結することを決定いたしました。使用条件

が明確になることで第三者によるセンダイ iPSの使用が促進されることが期待されます。 

 

２．今後の見通し 

本件による 2024 年３月期の業績への影響は軽微ですが、本件は、当社グループの基盤技術が新た

な再生医療・細胞治療製品等の研究開発に貢献することが期待されるものであり、センダイウイル

スベクターを用いた新たな事業機会を創出し、中長期的な当社の業績に寄与するものと考えており

ます。 

 

※１．詳しくは iPS財団の「センダイウイルス iPS細胞ストック」ページをご覧ください 

https://www.cira-foundation.or.jp/j/research-institution/ips-stock-project/SeV.html 

 

以 上 

https://www.cira-foundation.or.jp/j/research-institution/ips-stock-project/SeV.html

